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はじめに

そもそも会議室をBYOD用にセッティングするのはなぜか

多くの組織のIT部門と対話する中で、何度も繰り返される
話題がありました。すべてまたは一部の会議室が、ディス
プレイと基本的なプラグ&プレイ対応会議用カメラが設置
されているのみであるなど、備え付けのハードウェアが限
られているということです。そのような環境では、従業員
が会議に参加する際、会議室に個人のデバイス（通常はノ
ートPC）を持ち込まなければなりません。

このような状況でハイブリッドワークを効果的に実施でき
ないことは明らかです。基本設備のみの会議室の機器管理
は簡単ではありません。通常は、IT担当者が各会議室を「
見回り」、機器が正常に動作していることを確認するか、

BYOD会議室では、ユーザーと個人所有のノートPCが、会
議実施の中心的な役割を担います。ユーザーのノートPC
が、会議のホスティングとカメラのコントロールを実行
することになります。このような会議室では、ユーザー
のノートPCに依存することで汎用性を確保し、Microsoft 
Teamsにとどまらない、広範囲にわたるコラボレーション
プラットフォームに対応しています。

ハードウェア面を見ると、一般的なBYOD会議室に
は、映像用ディスプレイ、会議用カメラ（ロジクール
MeetUp、Rally Bar、Rally Bar Mini、Rally Bar Huddleな
ど）、カメラコントロール用のUSB-C to USB-Aケーブル、

機器の不調を誰かが知らせてくるまで待機するといった状
態になります。また、ビデオ通話を行っている会議参加者
同士の会議体験も理想的な（あるいは公平な）形になりま
せん。

これを改善しましょう。本記事では、BYOD（Bring Your 
Own Device）の会議室を、Microsoft Teams専用会議室に
移行するメリットを紹介します。IT部門には監視と管理面
のメリットがあります。またエンドユーザーには、生産性
が高く公平な体験を提供できます。それでは、Microsoft 
Teams専用会議室の機能とメリットを詳しく見ていきまし
ょう。

ディスプレイ拡張またはミラーリング用HDMIケーブルと
いった機器が用意されています。

BYOD会議室は柔軟性が高いのですが、Microsoft Teams 
専用会議室にアップグレードすると、BYODを超えるメリ
ットを得ることができます。Teams Roomsを使用すると、
エンドユーザーは高度なコントロールなどの機能が利用で
きます。また、IT部門は優れた管理機能を利用できるよう
になります。次のセクションでは、移行に伴うメリットの
概要を説明します。
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Microsoft Teams 専用会議室とは

Microsoft Teams「専用」会議室とは、Microsoft Teams
環境をそのままで運用できる設備を持つ会議室です。これ
は、以下のいずれかで実現します。

Teams Rooms on Windows：WindowsでMicrosoft Teams 
Roomsアプリを実行する専用PCが必要です。専用PCは、
会議室コントローラ、映像ディスプレイ、会議用カメラな
ど、室内の主な会議用機器に接続されます。

Teams Rooms on Android：ロジクールRally Barなどのコ
ンピュータ内蔵ビデオバーを、映像ディスプレイに直接接
続して使用します。会議室コントローラはRally Barカメラ
に直接接続するか、Microsoft Teams経由でカメラとワイ
ヤレスでペアリングし、スタンドアロン機器として使用し
ます。

ロジクールでは、Rally Bar、Rally Bar Mini、Rally Bar 
Huddleなど、さまざまなAndroidベースの機器（アプラ
イアンス）を提供しています。ロジクールRally カメラや
Rally Plus Systemなどのアプライアンスではない機器を
備えた会議室では、Androidベース コンピュータとしてロ
ジクールRoomMateを追加できます。会議室コントローラ
については、ロジクール Tap（USBベース接続）か、Tap 
IP（IPベース接続）のいずれかを選択できるため、さまざ
まなタイプの会議室や構成に対応します。
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Microsoft Teams専用会議室の機能

Teams専用会議室では、会議室管理から会議中の機能に至るまで、IT管理者とエンドユーザー双方に
メリットがあります。

会議室の予約
Teams専用会議室は、「予約可能」であることが特長で
す。ユーザーは、会議のスケジュールを設定できるだけで
はなく、特定の目的で予約することもできます。予約内容
は、会議室内の映像ディスプレイとTapデバイスの両方に
表示され、会議室の空き状況をすぐに確認することができ
ます。Tap Scheduler Teamsパネルが設置された会議室の場
合、赤または緑のライトが点灯するため、会議室の外から
でも空き状況がわかります。エンドユーザーにとっては、
会議スペースの場所確認と予約がしやすくなるというメリ
ットがあります。

会議への参加を効率化
Teams 専用会議室の利用は簡単ですが、これは会議への
参加においても同様です。予約済みの会議はTapコントロ
ーラに表示され、ワンタッチで会議に参加できます。ま
た、臨時の会議は[Meet（会議に参加）]ボタンで開始で
きます。予約なしで実施中の会議の場合、「会議IDで参
加」機能で参加することもできます。以上のような機能に
よって、会議室で使用するケーブルの数が減り、個人のノ
ートPCを持ち込む必要もなくなります。ただ会議室に入
り、Tapコントローラで直接会議に参加するか、会議を開
始するだけでよいのです。

さらに、直接ゲスト参加機能では、会議室を予約して
ZoomまたはWebexを指定すると、Tapコントローラに会議
が表示されるため、ワンタッチ参加でクロスプラットフォ
ーム会議に参加できます。
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カメラコントロールの強化
Teams専用会議室は、3種類のカメラビューを提供します。この機能が、ハイブリッド会議中、リモートからの参加者の公
平性を改善するために重要な役割を果たしています。以下のカメラビューが利用できます。

 � 話者ビュー：このビューでは、現在の話者1名に自動的にフォーカスします。
 � 会議室ビュー：自動フレーミングで会議室全体を表示します。参加者全員の様子を確認できます。
 � コンポジットビュー：カメラが最大4名の参加者を、各自のギャラリー画像内に表示します。

すべてに対応できる1つの機能というものはありません。この3種類のカメラビューにより、最適なカメラスタイルを柔軟
に選択し、会議の生産性を高め、公平な参加を実現できます。
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きめ細かな機器設定
従業員にとってのメリットに加え、IT管理者にも、特に
デバイス管理の面で多数のメリットがあります。管理者
は、CollabOSの設定またはロジクール Syncにより、スピ
ーカー、マイク、カメラの調整に関して、高度な機器設
定を行えます。「カメラゾーン」という最新の設定機能で
は、管理者はカメラがフレーム内とする範囲を指定できま
す。これは特に、壁面がガラス製の会議室や、大型の窓が
ある会議室で役立ちます。カスタマイズのレベルが向上す
るため、ロジクール機器があらゆる形状やサイズの会議ス
ペースに柔軟に対応できるようになります。

インサイト
Teams専用会議室では、デバイスと会議室の使用状況デー
タを豊富に利用できます。IT管理者や、関係する施設管理
部門などは、このデータを活用して、プラットフォーム、
デバイス、会議スペースの使用状況をより詳しく把握でき
ます。

管理者は、Teams Pro管理でオンライン会議分析を使用し
て、ユーザーが申請してきているチケットや問題の種類、
会議室の稼働状況や信頼性の全体像の確認に役立てること
ができます。IT部門は、このデータを、会議室全体のパフ
ォーマンスを把握し、将来的な改善に向けた指標を設定す
るために活用できます。

管理者はロジクール Syncを使用して、デバイスがオン/オ
フになるタイミングによって、会議室の使用パターンを大
まかに確認できます。IT部門と施設管理部門は、このデー
タから会議室の利用状況を把握し、不動産に関する意思決
定や、テクノロジーに対する投資の判断の参考にすること
ができます。
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リモートデバイス監視
Microsoft Teams専用会議室のデバイス監視はTeams 
Rooms Pro管理で行います。これは、会議室の稼働状況の
概要や、その他の問題およびエラーの詳細を提供するリモ
ート管理ツールです。Teams Rooms Pro管理により、管理
者はシングルペインビューで会議室の総合的な監視を行う
ことができます。各会議室を手動で確認する必要はありま
せん。

また、Teams Rooms Pro管理では、レポートタブで会議室
の稼動状況や測定値をグループ化した指標のダッシュボー
ドを提供します。このレポートは、IT部門が総合的な改善
が必要な領域を特定するのに役立つ重要な情報を提供しま
す。

アップデート管理
アプライアンスベースのデバイスでは、ソフトウェアの
アップデートが必須です。アップデートでデバイスに新し
い機能が追加されることも多いためです。Teams専用会議
室では、管理者は、デバイスのアップデートプロセスを
Microsoftのリングシステムで管理できます。このシステム
で、IT部門はどの会議室やデバイスにアップデートを適用
するかなどを定義できます。

管理者の作業は、Teams Pro管理ポータルでリングを作成
し、アップデートの待機期間と適用開始時期を設定して、
リングにデバイスを指定するだけです。アップデートが利
用可能になると、管理者が設定したタイミングに基づき、
各リングにカスケード処理されていきます。
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ロジクールSwytchで2つのモードの利点を活かす
BYOD会議室を、Teams専用会議室にアップグレードする
多数のメリットについて説明してきました。ただし、アッ
プグレードしても、先述のBYODの汎用性が失われるわけ
ではありません。Teams専用会議室は、ロジクールSwytch
を使用すると、BYODモードとの切り替えが簡単にできま
す。これはDisplayLinkテクノロジーによるケーブル1本で利
用可能なソリューションであり、ノートPCを接続すると
BYODモードに切り替えることができます。この機能によ
り、ケーブル1本を接続するだけで、Teams専用会議室でも
これまで通りZoomやWebexにとどまらない、他のプラッ
トフォームでの会議に参加できるようになります。両方の
モードの利点が活かされるのです。
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BYOD会議室をTeams専用会議室にアップグレードする
と、会議室におけるハイブリッドコラボレーションを大き
く改善できます。Teams専用会議室を利用すると、組織は
高度な会議室管理機能のメリットを手に入れ、シームレス
で生産性が高く、より公平な会議体験を従業員に提供でき
るようになります。進化するハイブリッドワークの世界に
おいて、Teams専用会議室への移行は、テクノロジーのア
ップグレードにとどまらず、改善を続けるデバイスとソフ
トウェアに対する投資であるとおわかりいただけるのでは
ないでしょうか。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/business.html

